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長距離徒歩
マラソン

６
月
に
入
る
と
、
気
温
や
水
温
が
高
く
な
る
の
を
待
っ
て
、
学

校
で
の
プ
ー
ル
授
業
が
始
ま
る
。
各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
水

泳
中
の
突
然
死
や
溺
死
、
け
が
な
ど
プ
ー
ル
で
の
事
故
防
止
に
万

全
の
態
勢
を
と
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
水

の
安
全
・
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
も
大
事
だ
」
と
だ
れ

も
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
水
質
検
査
の
回
数
や
時
期
は
い
つ

が
適
切
な
の
か
、
検
査
項
目
を
含
め
た
検
査
の
内
容
や
そ
の
判
定

基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
検
査
で
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
場

合
ど
ん
な
対
応
が
必
要
か
な
ど
、
具
体
的
な
事
項
に
な
る
と
、
案

外
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今

月
は
、
鬼
頭
英
明
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康

教
育
課
調
査
官
に
、「
学
校
に
お
け
る
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
・
衛

生
管
理
―
夏
場
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
」
と
題
し
て
、
学
校
で

の
プ
ー
ル
水
の
安
全
・
衛
生
管
理
の
実
際
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
。
各
学
校
で
の
、
プ
ー
ル
授
業
の
円
滑
な
実
施
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

夏
場
の
プ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
集
団
で
活
動
す

る
プ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
や
感
染
症
の
発
生
な
ど

が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
事

故
災
害
や
疾
病
な
ど
の
発
生
に
よ

っ
て
児
童
生
徒
に
身
体
的
、
精
神

的
な
マ
イ
ナ
ス
を
与
え
な
い
よ
う

に
配
慮
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
こ
の
た
め
、
衛
生
管
理
面
で

は
、「
学
校
環
境
衛
生
の
基
準
」

の
「
水
泳
プ
ー
ル
の
管
理
」
に
示

さ
れ
て
い
る
内
容
に
基
づ
き
、
定

期
環
境
衛
生
検
査
や
日
常
点
検
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
下
に
そ
の
概
要
を
示
し
ま

す
。検

査
は
、
毎
学
年
１
回
、
プ
ー

ル
の
使
用
期
間
中
に
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
水
質
に
つ
い
て
は
、
使

用
日
数
の
積
算
が
30
日
を
超
え
な

い
範
囲
で
少
な
く
と
も
１
回
行
う

こ
と
と
し
、
総
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン

に
つ
い
て
は
、
使
用
期
間
中
に
１

回
以
上
、
適
切
な
時
期
に
行
う
よ

う
に
し
ま
す
。

（
１
）プ
ー
ル
本
体
の
衛
生
状
態

プ
ー
ル
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
及
び

通
路
は
、
清
潔
で
プ
ー
ル
水
を
汚

染
す
る
原
因
が
な
い
こ
と
。

（
２
）
付
属
施
設
・
設
備
の
管
理

状
況
・
衛
生
状
態

①
排
水
口
及
び
循
環
水
の
取
り

入
れ
口
に
は
、
堅
固
な
格
子
鉄
蓋

や
金
網
を
設
け
て
ネ
ジ
・
ボ
ル
ト

な
ど
で
固
定
さ
せ
る
（
蓋
の
重
量

の
み
に
よ
る
固
定
は
不
可
）
と
と

も
に
、
吸
い
込
み
防
止
金
具
な
ど

を
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
蓋
な

ど
を
固
定
す
る
場
合
に
は
、
蓋
な

ど
の
欠
損
、
変
形
、
ボ
ル
ト
な
ど

の
固
定
部
品
の
欠
落
・
変
形
な
ど

が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

②
足
洗
い
、
シ
ャ
ワ
ー
、
腰
洗

い
、
洗
眼
・
洗
面
、
う
が
い
な
ど

の
施
設
・
設
備
及
び
専
用
便
所
な

ど
は
、
入
泳
人
員
に
対
し
十
分
な

能
力
を
有
し
、故
障
な
ど
が
な
く
、

衛
生
的
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
専

用
の
薬
品
保
有
庫
の
出
入
口
は
入

泳
者
ら
が
み
だ
り
に
立
入
り
で
き

な
い
よ
う
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）浄
化
設
備
及
び
そ
の
管
理

状
況①

循
環
浄
化
式
の
場
合
に
は
、

ろ
材
の
種
類
、
ろ
過
装
置
の
容
量

及
び
そ
の
運
転
時
間
が
、
プ
ー
ル

容
積
及
び
利
用
者
数
に
比
し
て
十

分
で
あ
り
、
そ
の
管
理
が
常
時
確

実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
循
環

ろ
過
装
置
の
処
理
水
質
は
、
そ
の

出
口
に
お
け
る
濁
度
が
、
０
・
５

度
以
下
で
あ
る
こ
と
（
０
・
１
度

以
下
が
望
ま
し
い
こ
と
）。
ま
た
、

循
環
ろ
過
装
置
の
出
口
に
検
査
の

た
め
の
採
水
栓
な
ど
を
設
け
る
こ

と
。②

オ
ゾ
ン
処
理
設
備
・
紫
外
線

処
理
設
備
を
設
け
る
場
合
は
、
安

全
面
に
も
十
分
な
構
造
設
備
で
あ

る
こ
と
。
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
に
つ

い
て
は
、
プ
ー
ル
の
循
環
設
備
に

お
け
る
オ
ゾ
ン
注
入
点
が
ろ
過
器

ま
た
は
活
性
炭
吸
着
装
置
の
前
に

あ
る
方
式
の
も
の
を
使
用
す
る
こ

と
。
ま
た
、
プ
ー
ル
水
中
に
オ
ゾ

ン
は
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

浄
化
設
備
が
な
い
場
合
は
、
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
に
１
週
間
に

１
回
以
上
換
水
し
、
換
水
時
に
プ

ー
ル
を
十
分
清
掃
し
て
い
る
こ

と
。
ま
た
腰
洗
い
槽
を
設
置
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
４
）消
毒
設
備
及
び
そ
の
管
理

状
況塩

素
剤
の
種
類
は
、
塩
素
ガ

ス
・
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

液
・
次
亜
塩
素
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、

塩
素
化
イ
ソ
シ
ア
ヌ
ル
酸
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
こ
と
。

塩
素
剤
の
注
入
は
、
連
続
注

入
式
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

こ
の
場
合
塩
素
濃
度
の
分
布
が
均

一
に
な
る
よ
う
に
注
入
配
管
が
配

置
さ
れ
、
安
全
適
切
な
方
法
で
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
連

続
注
入
式
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
残
留
塩
素
濃
度
が
均
一
に
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
５
）照
度
及
び
換
気

①
プ
ー
ル
照
度
＝
屋
内
プ
ー
ル

水
平
面
照
度
は
、
２
０
０
ル
ク
ス

以
上
が
望
ま
し
い
。

②
屋
内
プ
ー
ル
の
空
気
中
二
酸

化
炭
素
濃
度
＝
屋
内
プ
ー
ル
の
空

気
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
、
０
・

１
５
%
以
下
が
望
ま
し
い
。

③
屋
内
プ
ー
ル
の
空
気
中
塩
素

ガ
ス
濃
度
＝
屋
内
プ
ー
ル
の
空
気

中
塩
素
ガ
ス
濃
度
は
、
０
・
５
ｐ

ｐ
ｍ
以
下
が
望
ま
し
い
。

（
６
）水
質

①
プ
ー
ル
の
原
水
＝
原
水
は
、

飲
料
水
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
水
素
イ
オ
ン
濃
度
＝
水
素
イ

オ
ン
濃
度
は
、
ペ
ー
ハ
ー
（
ｐ
Ｈ
）

値
５
・
８
以
上
８
・
６
以
下
で
あ

る
こ
と
。

③
濁
度
＝
濁
度
は
、
２
度
以
下

で
あ
る
こ
と
。

④
遊
離
残
留
塩
素
＝
遊
離
残
留

塩
素
濃
度
は
、
プ
ー
ル
の
対
角
線

上
３
点
以
上
を
選
び
、
表
面
及
び

中
層
の
水
に
つ
い
て
測
定
し
、
す

べ
て
の
点
で
０
・
４
mg
／
　
以
上

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
１
・
０

mg
／
　
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

⑤
有
機
物
等
（
過
マ
ン
ガ
ン
酸

カ
リ
ウ
ム
消
費
量
）
＝
過
マ
ン
ガ

７
月
と
８
月
に
め
だ
つ
死
亡

災
害
が
熱
中
症
で
あ
る
。
労
災

の
熱
中
症
で
毎
年
20
名
程
度
が

亡
く
な
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
２
カ
月
に
お
き
る

（
図
）。
業
種
は
建
設
業
・
製
造

業
で
あ
る
。
労
災
以
外
に
、
ス

ポ
ー
ツ
分
野
で
も
多
数
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
１
９

７
５
年
か
ら
２
０
０
１
年
ま
で

の
学
校
管
理
下
に
お
け
る
熱
中

症
死
亡
は
１
３
５
例
に
達
し
て

い
る
。
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ

ッ
カ
ー
、
柔
道
に
多
い
（
表

１
）。厚生

労
働
省
で
は
、
平
成
８

年
に
基
発
第
３
２
９
号
「
熱
中

症
の
予
防
に
つ
い
て
」
を
通
達

し
、
ま
た
、
最
近
は
毎
年
、
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
災
害
の
実
態
を
報

告
し
て
い
る
。
熱
中
症
と
は
、
厚

生
労
働
省
の
解
説
で
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

●
熱
中
症
と
は
●

高
温
高
湿
環
境
下
で
、
体
温
調

節
や
循
環
機
能
が
障
害
を
受
け
た

り
、
水
分
塩
分
代
謝
の
平
衡
が
著

し
い
失
調
を
来
た
し
て
、
作
業
遂

行
が
困
難
ま
た
は
不
能
に
陥
っ
た

状
態
を
総
称
し
て
「
熱
中
症
」
と

い
う
。
病
態
生
理
学
的
に
は
、

「
熱
射
病
」、「
熱
け
い
れ
ん
」、

「
熱
虚
脱
」
及
び
「
熱
疲
は
い
」

に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
日
射
病
は

直
射
日
光
下
で
生
じ

た
熱
射
病
を
意
味
す

る
。

﹇
１
﹈
熱
射
病
（
日

射
病
）

熱
中
症
の
中
で
は

致
命
率
が
高
く
、
緊

急
の
治
療
を
要
す

る
。
夏
期
の
屋
外
作

業
ま
た
は
高
温
の
屋

内
作
業
に
お
い
て
、

高
熱
と
と
も
に
意
識

障
害
を
生
じ
た
場

合
、
特
に
他
の
原
因

が
な
い
か
ぎ
り
熱
射
病
と
診
断
さ

れ
る
。

体
温
調
節
機
構
の
失
調
、
体
温

ま
た
は
脳
温
の
上
昇
を
伴
う
中
枢

神
経
障
害
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
突
然
意
識
喪
失
に
陥
る
こ
と

が
多
い
が
、
前
駆
症
状
と
し
て
め

ま
い
、
悪
心
、
頭
痛
、
耳
な
り
、

イ
ラ
イ
ラ
な
ど
が
み
ら
れ
、
嘔
吐

や
下
痢
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。
発

汗
が
止
ま
り
、
熱
い
乾
い
た
皮
膚

に
な
り
、
体
温
は
通
常
41
℃
を
超

え
、
42
℃
以
上
に
達
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。

〈
救
急
措
置
〉

裸
体
に
近
い
状
態
に
し
て
、
冷

水
を
か
け
な
が
ら
扇
風
機
の
風
を

当
て
る
。
氷
片
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
す

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
綿
で
全
身
を
拭

く
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い

て
体
温
の
低
下
を
図
る
。

﹇
２
﹈
熱
け
い
れ
ん

大
量
の
発
汗
に
よ
る
塩
分
喪
失

に
対
し
て
、
こ
れ
を
補
給
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
。
作

業
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
四
肢
筋
や

腹
部
の
筋
肉
が
、
疼
痛
を
伴
い
発

作
的
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
。
け

い
れ
ん
発
作
は
、
作
業
中
の
み
な

ら
ず
、
作
業
終
了
時
の
入
浴
中
や

睡
眠
中
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

熱
け
い
れ
ん
で
は
、
体
温
は
あ

ま
り
上
昇
せ
ず
、
血
圧
の
変
化
も

な
い
こ
と
が
多
い
。

〈
救
急
措
置
〉

０
・
１
％
の
食
塩
水
を
飲
ま
せ

て
涼
し
い
と
こ
ろ
で
休
養
さ
せ

る
。

﹇
３
﹈
熱
虚
脱

高
温
環
境
下
で
は
体
熱
放
散
を

盛
ん
に
す
る
た
め
に
、
皮
膚
血
流

量
が
増
加
す
る
。
こ
の
時
、
内
臓

へ
の
血
流
量
、心
臓
へ
の
還
流
量
、

心
拍
出
量
が
減
少
し
、
血
圧
が
低

下
す
る
の
で
、
代
償
的
に
心
拍
数

が
増
加
す
る
。
高
温
暴
露
が
継
続

し
、
こ
の
心
拍
増
加
が
一
定
限
度

を
超
え
た
と
き
に
起
こ
る
循
環
障

害
を
主
体
と
す
る
症
状
を
熱
虚
脱

と
い
う
。
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図 熱中症による死亡労働災害発生件数の推移�
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場合

部活動

スポーツ種目 件数

33
14
11
11
8
7
7
4
4
3
3
2
2
2
2
3

野球
ラグビー
サッカー
柔道
剣道
山岳
陸上
ハンドボール
バレーボール
卓球
アメリカンフットボール
ソフトボール
テニス
バスケットボール
レスリング
その他

小計

小計
計

116

校内行事

登山 7
4
3

遠足 2
球技大会サッカー 1
宿泊学習石段登り 1
農園実習 1

19
135

（出典：国立スポーツ科学センター スポーツ医学研究部主任研究員　川原 貴による）

スポーツ種目別熱中症死亡事故（１９７５～２００１年）
表1 学校管理下における熱中症死亡事故の分析�


